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当科は入局してくださる先生を随時募集しております。初期研
修・後期研修の先生方に限らず、大学院入学希望者の先生方、
後期研修修了後の先生方など、幅広い人材を求めています。
東 京 科 学 大 学 総 合 診 療 科  ( 秘 書 )
secretary2.fmed@tmd.ac.jp

総合診療専門研修プログラム問い合わせ

ひとを診る。未来を拓く。
ひと、そのものと向き合っている。
ひとりひとりと、その暮らしや生き方と。
そこからつながる環境や地域、社会と、
向き合っている。
そこからしか見えない医療の明日を、
社会が進むべき未来を、
ひとりのひととして、切り拓いていく。

東京科学大学 総合診療科

1)総合診療専門研修Ⅰ 

●�東京都：�梶原診療所、多摩ファミリークリニック、武蔵国分寺公園クリニック、�
府中みどりクリニック、文京根津クリニック、奥多摩病院、草花クリニック、�
日本橋かきがら町クリニック

●神奈川県：信愛クリニック
●千葉県：あおぞら診療所、亀田ファミリークリニック館山
●長野県：佐久総合病院小海分院・診療所
●愛知県：豊田地域医療センター
●福岡県：頴田病院

2)総合診療専門研修Ⅱ 

●�東京都：�東京科学大学総合診療科、武蔵野赤十字病院、台東区立台東病院、�
都立駒込病院、多摩総合医療センター、練馬光が丘病院、奥多摩病院

●千葉県：亀田総合病院
●茨城県：ひたちなか総合病院、常陸大宮済生会病院、石岡第一病院
●長野県：佐久総合病院、諏訪中央病院
●愛知県：豊田地域医療センター
●島根県：邑智病院
●福岡県：飯塚病院

3)内科研修 

●�東京都：�東京科学大学総合診療科、武蔵野赤十字病院、多摩総合医療センター、�
練馬光が丘病院、都立駒込病院

●千葉県：東京ベイ浦安市川医療センター
●茨城県：常陸大宮済生会病院、石岡第一病院
●長野県：佐久総合病院、諏訪中央病院、北信総合病院
●愛知県：豊田地域医療センター
●福岡県：飯塚病院

4)小児科研修 

●東京都：東京科学大学、練馬光が丘病院
●千葉県：亀田総合病院
●茨城県：常陸大宮済生会病院、石岡第一病院
●長野県：諏訪中央病院
●島根県：邑智病院
●福岡県：飯塚病院

5)救急科研修 

●東京都：東京科学大学、多摩総合医療センター、練馬光が丘病院
●千葉県：亀田総合病院、東京ベイ浦安市川医療センター
●長野県：諏訪中央病院、佐久医療センター
●福岡県：飯塚病院
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総合診療医はgeneralと言う名のspecialistです。
全人医療を行い日本の医療・医学に貢献します。症状
や疾患にかかわらず様々な身体や心の問題に対して、
患者さんとその家族中心の医療を提供します。必要と
あれば臓器別診療科や多職種専門家と提携して継続医
療を提供します。患者さん一人一人の専門医を目指し
ます。大学病院として高度先進医療分野で必要とされ
る難病や複合疾患の診療からcommon diseaseまで
幅広い臨床能力を身に着ける事を目標としています。

2018年度より開始された日本専門医機構が認定す
る「新専門医制度」において、第19番目の基本領域と
して「総合診療専門医制度」が新設されました。時を
同じくしてここ東京科学大学病院 医科（医系診療部
門）に当時の老年内科から引継ぎ当科が設立されまし
た。医学生や初期・後期先生方の教育や研究の場とも
なります。患者さんのみならず、家族や地域も考慮し、
日本の医療に必要な理想的医療体系を模索していま
す。

当科のプログラムには、総合診療専門研修プログラ
ムと内科専門研修プログラム(総合内科コース)の２
つがあります。いずれも目指す姿は、総合病院から地
域の中小病院、診療所まで幅広い環境で救急初療から
内科の急性期・慢性期疾患
全般をカバーでき、臨床研
究やcase reportなどの研
究マインドとスキルを持っ
た、世界標準の Academic 
Generalistです。

当プログラムは、研修指
導実績の豊富な指導医陣に
よる大学での手厚い指導、また市中病院での豊富な急
性期common diseaseの経験など、大学病院と市中
病院のコラボレーションによる互いの得意分野を生
かした素晴らしい研修内容になっています。また専門
研修修了後には大学院や留学、各サブスペシャリティ
フェローシップコースなど多彩な選択肢が用意され
ており、専門研修から若手指導医として自立するまで
を一つのパッケージとしたキャリアサポートが可能
です。

当科のテーマは“大学、市中病院、そして診療所のコ
ラボレーションによる研修・教育・研究”です。大学
病院ならではの充実した教育環境と高度医療、市中病
院や診療所ならではの豊富なcommon diseaseと教
育的な指導を組み合わせた、病院総合医を目指す方、
家庭医を目指す方のいずれも満足していただけるフ
レキシビリティを持ったプログラムになっています。
内科とのダブルボードプログラム、さらに大学院進学を含め、東京科学大
学の優れた教育・研修資源をふんだんに活用していただけます。

当科は東京科学大学内科専門研修プログラムの一員とし
て、総合内科コースを担当しています。特定の専門科研修
に偏らない幅広く質の高い内科系研修を行い、内科医とし
ての一生のベースとなる基礎体力を身に着けます。内科専
門医取得後は、高い臨床力に裏打ちされた教育者を目指す
べく、総合内科フェローシップ・医学教育フェローシッ
プや、感染症フェローシップなどのサブスペシャリティト
レーニング等の進路があります。また後期研修中から大学
院への進学も可能です。

東京科学大学病院 総合診療科 教授 総合診療専門研修プログラムと内科専門研修プログラム・総合内科コース橋本 正良

ご 挨 拶 研修プログラムご紹介 専攻医Ｑ＆Ａ

総合診療専門研修プログラム

内科専門研修プログラム・総合内科コース

1年目 大学病院 総合診療科 総合診療科 総合診療科 総合診療科

2年目 連携病院 総合内科 総合内科 集中治療 救急

3年目 連携施設 選択内科 選択内科 選択内科 選択内科

ローテート例①

1年目 大学病院 総合内科 総合内科 選択内科 選択内科

2年目 連携病院 選択内科 選択内科 集中治療 救急

3年目 大学病院 総合診療科 総合診療科 総合診療科 総合診療科

ローテート例②

1年目 大学病院 総診Ⅱ 総診Ⅱ 内科 内科

2年目 連携病院 総診Ⅱ 総診Ⅱ 小児 救急

3年目 大学病院
診療所

総診I
（診療所）

総診I
（診療所）

内科
(大学)

内科
(大学)

3年間のローテート研修①

1年目 大学病院 総診Ⅱ 総診Ⅱ 小児 救急

2年目 連携病院 内科 内科 内科 内科

3年目 大学病院
診療所

総診I
（診療所）

総診I
（診療所）

総診Ⅱ
(大学)

総診Ⅱ
(大学)

3年間のローテート研修②

Q      東京科学大学総診での研修を 
選択した理由

■A 総合診療専門研修プログラムが充実してお
り大学病院と連携施設である市中病院の両方の
ローテートによってcommonな疾患から比較
的珍しい疾患まで幅広く経験できること、大学病
院であれば臨床だけでなく教育や研究に触れる
こともできることから東京科学大学総診に入局
しました。

Q  東京科学大学総診の 
おすすめポイント

■A 上級医には総合診療医/家庭医だけでなく
老年病内科、循環器内科、消化器内科出身の先
生もおられ、日々幅広く質の高い熱心な指導を
受けることができます。病棟はチーム制のため
on・offがはっきりしており安心して外勤に行け
たり有給が取れたりします。また外部研修では
総合診療でも有名な市中病院での勤務が可能
です。

Q  今後のキャリアについて、 
理想の医師像

■A まずは病院、診療所、在宅など様々な医療現
場において個々の患者様に合った適切な医療を
提供できる総合診療医になるべく、今後も経験
を積み重ねていきたいです。

Q  代表的な1日のタイムスケジュール
（勤務時間のみ）

8:30 病棟回診

9:00-10:00 Teaching conference

10:00-12:00 病棟チームラウンド

12:00-13:00 昼休憩

13:00-16:00 外来診療

16:00 病棟チームラウンド

17:30 終業

総合診療専門研修プログラム
1年目　�東京科学大学病院（内科

研修6か月、総診Ⅱ研修6
か月）

2年目　�常陸大宮済生会病院（総診Ⅱ研修6か月）、飯
塚病院（内科研修6か月）

3年目　�飯塚病院（小児研修3か月、救急研修3か
月）、頴田病院（総診Ⅰ研修6か月）

内科専門研修プログラム（ダブルボード通常型2年間）

1年目　東京科学大学病院

関口 大樹 Sekiguchi Hiroki
2018年山梨大学卒


